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 唐招提寺は天平宝字 3 年（759）、唐の高僧鑑真大和上によって創建された。飛鳥時代に仏教が伝来して以来、戒律は概

念として知られながらも、さほど重視されていなかった。奈良時代に入り、その重要性が知られ始めたが、日本には授戒を行

える僧侶がおらず、授戒の体制整備が急がれた。鑑真和上は朱鳥 2 年（688）、中国揚州で誕生、14 歳の時、揚州の大雲

寺で出家。21 歳で長安実際寺の戒壇で弘景律師に授戒を受けたのち、揚州大明寺で広く戒律を講義し、長安・洛陽に並ぶ

者のない律匠と称えられていた。 

 そこで興福寺の栄叡(ようえい)と普(ふ)照(しょう)が唐へと渡り、南山律宗の継承者である鑑真に、伝戒師としての来日を要

請。鑑真は聖武天皇の願いに応えて来朝を決意、5 度の渡航失敗の後、来日決意より 10 年後の天平勝宝 5 年（753 年）、

65 歳でついに九州へと上陸を果たす。鑑真は 5 年間東大寺に座し、天皇や僧侶 400 人に戒律を授け、天平宝字 3 年

（759 年）、戒律を学ぶ為の道場である唐招提寺を開いた。律宗総本山としてその法灯を今に伝える。国宝金堂の背後に

は、教義を説く為の講堂が建てられている。 

 この講堂は、平城宮の東朝集(ちょうしゅう)殿（儀式に出席する臣下の控え室）であったものを、平城宮改修の際に下賜さ

れ、天平宝字 4 年（760 年）頃に唐招提寺へ移築したものである。大幅な改修が施されているが、平城宮の唯一現存する宮

廷建築として非常に貴重である。 
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 平城宮展示施設に創建当時の東朝集殿が復元されている。この朝集殿は、屋根勾配は緩やかで、ゆったりとした印象であ

る。柱はひとまわり太く、扉は厚板の板であった。 

平城宮から移され、唐招提寺の講堂として生まれ変わった。そして宗教施設として大改造がなされ、建具が入り、屋根は切妻

造りから入母屋造りに改められた。この講堂は鎌倉時代に大修理されている。 

 ＊平城宮跡 説明版より 



0001_入り口から高床まで 0002_入り口から高床まで 0003_入り口から高床まで 0004_入り口から高床まで 0005_入り口から高床まで

0006_入り口から高床まで 0007_入り口から高床まで 0008_入り口から高床まで 0009_入り口から高床まで 0010_入り口から高床まで

0011_入り口から高床まで 0012_入り口から高床まで 0013_入り口から高床まで 0014_入り口から高床まで 0015_入り口から高床まで

0016_入り口から高床まで 0017_入り口から高床まで 0018_入り口から高床まで 0019_入り口から高床まで 0020_入り口から高床まで

0021_入り口から高床まで 0022_入り口から高床まで 0023_入り口から高床まで 0024_入り口から高床まで 0025_入り口から高床まで

0026_入り口から高床まで 0027_入り口から高床まで 0028_入り口から高床まで 0029_入り口から高床まで 0030_入り口から高床まで

0031_入り口から高床まで 0032_入り口から高床まで 0033_入り口から高床まで 0034_入り口から高床まで 0035_入り口から高床まで

0036_入り口から高床まで 0037_入り口から高床まで 0038_入り口から高床まで 0039_入り口から高床まで 0040_入り口から高床まで

0041_入り口から高床まで 0042_入り口から高床まで 0043_入り口から高床まで 0044_入り口から高床まで 0045_創建当時模型

0046_創建当時模型 0047_創建当時模型 0048_創建当時模型 0049_創建当時模型 0050_創建当時模型



0051_創建当時模型 0052_創建当時模型 0053_創建当時模型 0054_創建当時模型 0055_創建当時模型

0056_創建当時模型 0057_創建当時模型 0058_創建当時模型 0059_創建当時模型 0060_創建当時模型

0061_創建当時模型 0062_南大門 0063_南大門 0064_南大門前 0065_南大門前

0066_南大門前 0067_南大門前 0068_南大門前 0069_南大門前 0070_南大門前

0071_南大門前 0072_南大門前 0073_和上・開山堂 0074_和上・開山堂 0075_和上・開山堂

0076_和上・開山堂 0077_和上・開山堂 0078_和上・開山堂 0079_唐招提寺 0080_唐招提寺

0081_唐招提寺 0082_唐招提寺 0083_唐招提寺 0084_唐招提寺 0085_唐招提寺

0086_唐招提寺 0087_唐招提寺 0088_唐招提寺 0089_唐招提寺 0090_唐招提寺

0091_唐招提寺 0092_唐招提寺 0093_唐招提寺 0094_唐招提寺 0095_唐招提寺

0096_唐招提寺 0097_唐招提寺 0098_唐招提寺 0099_唐招提寺 0100_唐招提寺



0101_唐招提寺 0102_唐招提寺 0103_唐招提寺 0104_唐招提寺 0105_唐招提寺

0106_唐招提寺 0107_唐招提寺 0108_唐招提寺 0109_唐招提寺 0110_唐招提寺

0111_唐招提寺 0112_唐招提寺 0113_唐招提寺 0114_唐招提寺 0115_唐招提寺

0116_唐招提寺 0117_唐招提寺 0118_唐招提寺 0119_唐招提寺 0120_唐招提寺

0121_唐招提寺 0122_唐招提寺 0123_唐招提寺 0124_唐招提寺 0125_唐招提寺

0126_唐招提寺 0127_唐招提寺 0128_唐招提寺 0129_唐招提寺 0130_唐招提寺

0131_唐招提寺 0132_唐招提寺 0133_唐招提寺 0134_唐招提寺 0135_唐招提寺

0136_唐招提寺 0137_唐招提寺 0138_唐招提寺 0139_唐招提寺 0140_唐招提寺

0141_唐招提寺 0142_唐招提寺 0143_唐招提寺 0144_唐招提寺 0145_唐招提寺

0146_唐招提寺 0147_唐招提寺 0148_唐招提寺 0149_唐招提寺 0150_唐招提寺



0151_唐招提寺 0152_唐招提寺 0153_唐招提寺 0154_唐招提寺 0155_唐招提寺

0156_唐招提寺 0157_唐招提寺 0158_唐招提寺 0159_唐招提寺 0160_唐招提寺

0161_唐招提寺 0162_唐招提寺 0163_唐招提寺 0164_唐招提寺 0165_唐招提寺

0166_唐招提寺 0167_唐招提寺 0168_唐招提寺 0169_唐招提寺 0170_唐招提寺

0171_唐招提寺 0172_唐招提寺 0173_唐招提寺 0174_唐招提寺 0175_唐招提寺

0176_唐招提寺 0177_唐招提寺 0178_唐招提寺 0179_唐招提寺 0180_唐招提寺

0181_唐招提寺 0182_唐招提寺 0183_唐招提寺 0184_唐招提寺 0185_唐招提寺

0186_唐招提寺 0187_唐招提寺 0188_唐招提寺 0189_唐招提寺 0190_唐招提寺

0191_唐招提寺 0192_唐招提寺 0193_唐招提寺 0194_唐招提寺 0195_唐招提寺

0196_境内 0197_境内 0198_境内 0199_境内 0200_境内



0201_境内 0202_境内 0203_境内 0204_境内 0205_境内

0206_境内 0207_境内 0208_境内 0209_境内 0210_宝蔵

0211_宝蔵 0212_宝蔵 0213_宝蔵 0214_宝蔵 0215_宝蔵

0216_宝蔵 0217_宝蔵 0218_宝蔵 0219_宝蔵 0220_宝蔵

0221_宝蔵 0222_宝蔵 0223_宝蔵 0224_看板から講堂まで 0225_看板から講堂まで

0226_看板から講堂まで 0227_看板から講堂まで 0228_看板から講堂まで 0229_看板から講堂まで 0230_看板から講堂まで

0231_看板から講堂まで 0232_看板から講堂まで 0233_看板から講堂まで 0234_看板から講堂まで 0235_看板から講堂まで

0236_看板から講堂まで 0237_看板から講堂まで 0238_看板から講堂まで 0239_看板から講堂まで 0240_看板から講堂まで

0241_看板から講堂まで 0242_看板から講堂まで 0243_看板から講堂まで 0244_看板から講堂まで 0245_看板から講堂まで

0246_看板から講堂まで 0247_看板から講堂まで 0248_看板から講堂まで 0249_看板から講堂まで 0250_看板から講堂まで



0251_看板から講堂まで 0252_看板から講堂まで 0253_看板から講堂まで 0254_看板から講堂まで 0255_看板から講堂まで

0256_看板から講堂まで 0257_看板から講堂まで 0258_看板から講堂まで 0259_看板から講堂まで 0260_看板から講堂まで

0261_看板から講堂まで 0262_看板から講堂まで 0263_看板から講堂まで 0264_看板から講堂まで 0265_看板から講堂まで

0266_看板から講堂まで 0267_看板から講堂まで 0268_看板から講堂まで 0269_看板から講堂まで 0270_看板から講堂まで

0271_看板から講堂まで 0272_看板から講堂まで 0273_看板から講堂まで 0274_看板・石碑 0275_看板・石碑

0276_看板・石碑 0277_看板・石碑 0278_看板・石碑 0279_看板・石碑 0280_看板・石碑

0281_看板・石碑 0282_礼堂 0283_礼堂 0284_礼堂 0285_礼堂

0286_礼堂 0287_礼堂 0288_礼堂 0289_礼堂 0290_礼堂

0291_礼堂 0292_礼堂 0293_礼堂 0294_礼堂 0295_礼堂

0296_礼堂 0297_礼堂 0298_礼堂 0299_礼堂 0300_礼堂



0301_礼堂 0302_礼堂 0303_礼堂 0304_礼堂 0305_礼堂

0306_礼堂 0307_礼堂 0308_経蔵 0309_経蔵 0310_経蔵

0311_経蔵 0312_経蔵 0313_経蔵 0314_経蔵 0315_経蔵

0316_経蔵 0317_経蔵 0318_経蔵 0319_経蔵 0320_経蔵

0321_経蔵 0322_経蔵 0323_経蔵 0324_訶梨帝母社 0325_訶梨帝母社

0326_訶梨帝母社 0327_講堂 0328_講堂 0329_講堂 0330_講堂

0331_講堂 0332_講堂 0333_講堂 0334_講堂 0335_講堂

0336_講堂 0337_講堂 0338_講堂 0339_講堂 0340_講堂

0341_講堂 0342_講堂 0343_講堂 0344_講堂 0345_講堂

0346_講堂 0347_講堂 0348_講堂 0349_講堂 0350_講堂



0351_講堂 0352_講堂 0353_講堂 0354_講堂 0355_講堂

0356_講堂 0357_講堂 0358_金堂 0359_金堂 0360_金堂

0361_金堂 0362_金堂 0363_金堂 0364_金堂 0365_金堂

0366_金堂 0367_金堂 0368_金堂 0369_金堂 0370_金堂

0371_金堂 0372_金堂 0373_金堂 0374_金堂 0375_金堂

0376_金堂 0377_金堂 0378_金堂 0379_金堂 0380_金堂

0381_金堂 0382_金堂 0383_金堂 0384_金堂 0385_金堂

0386_金堂 0387_金堂 0388_金堂 0389_金堂 0390_金堂

0391_金堂 0392_金堂 0393_金堂 0394_金堂 0395_金堂

0396_金堂 0397_金堂 0398_鼓楼 0399_鼓楼 0400_鼓楼



0401_鼓楼 0402_鼓楼 0403_鼓楼 0404_鼓楼 0405_鼓楼

0406_鼓楼 0407_鼓楼 0408_鼓楼 0409_鼓楼 0410_鼓楼

0411_鼓楼 0412_鼓楼 0413_鼓楼 0414_鼓楼 0415_鼓楼

0416_鼓楼


